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回答数=24

大規模災害にも備えた防災機能強化！ 
～有明海沿岸道路「鹿島～諫早」をつなぐ～ 

地域の安心・安全を向上！ 

避難ルート 

●現在 now ●希望 future 

「大規模災害に対応できる防災力」 
避難時に安心、安全に移動するための「道路」が必要です。 

～鹿島市 ・ 太良町 ・ 諫早市～ 

棒円グラフはppt上で編集可↓（拡張メタで添付） 
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長崎空港 

※諫早市企業アンケート調査(H28.7) 

○玄海原発の 

 ５０km圏域にも、 

 主要な市部が存在。 

○国道207号の渋滞 

○企業物流における、緊急時

代替ルートとしてのニーズ 

↑至 時津町 

↓至 佐賀市 

長崎自動車道通行止め時、 
国道207号を利用した企業数 

国道207号
10 ( 42%)

国道34号
10 ( 42%)

その他の道路
4 ( 16%)

回答数=24

半数近くが 
国道207号へ 

※平成28年1月23日  
 からの大雪により、 
 長崎自動車道（鳥 
 栖JCT～長崎IC）が 
 通行止め時の影響 
 を質問。 
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○より遠方へのスムーズな 

 避難を可能とするため、 

 規格の高い道路を利用した 
 避難ルートが望ましい。 

○鹿島市～諫早市間の有明海

沿岸地域には、幹線道路が 

 国道207号一本しかない。 

～ピックアップ～  
遠方への避難が必要な時 

  ◆３０km圏の外側では、各地域での空間放射線

量の測定結果に基づき、避難が必要な地域を

特定して避難などの実施が判断されます。 

 ※30km圏内は避難計画を策定している地域 

《佐賀県 原子力防災の手引き：2016年3月》 

東日本大震災での事例 
 ◆福島原発の原子力災害では、約５０km圏に

位置する飯館村も避難地域になりました。 

》 九州佐賀国際空港の佐賀－羽田便と佐賀県のレンタカー事業者が連携して被災地への支援を展開。  

》 九州の『交通の要衝』鳥栖市からの支援物資輸送にも、九州縦貫道の代替路として活用。 

》 有明海沿岸道路を有効活用して、佐賀県から熊本地震の復興支援を加速！！ 

糸島市 

多久市 佐賀市 

武雄市 

佐世保市 

鹿島・太良・諫早 
高速ネットワーク 

空白区間 

～ピックアップ～  
平成２８年熊本地震で 
有明海沿岸道路が活用 

 
 ◆熊本地震の復興支援にも有効活用
していくことでお返しをしていきたい。 

 全力で熊本を支援していきたい。 
 （佐賀県知事コメントより抜粋） 

佐賀新聞：2016年5月10日 
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避難判断の基準 とるべき対応

毎時20マイクロシーベルトを超える地域 •１週間以内に避難（一時移転）

毎時500マイクロシーベルトを超える地域 •１日以内に避難

50km圏 

～ピックアップ～  
遠方への避難が必要な時 

  ◆３０km圏の外側では、各地域での空間放射線

量の測定結果に基づき、避難が必要な地域を

特定して避難などの実施が判断されます。 

 ※30km圏内は避難計画を策定している地域 

佐賀県 原子力防災の手引き：2016年3月 

平成２８年熊本地震では 
有明海沿岸道路の重要性を認識 

 ◆支援物資の集積拠点(佐賀県鳥栖市)から物

資輸送の際に九州縦貫自動車道の代替路とし

て有明海沿岸道路が活用されています。 

避難判断の基準 とるべき対応

毎時20マイクロシーベルトを超える地域 •１週間以内に避難（一時移転）

毎時500マイクロシーベルトを超える地域 •１日以内に避難

《東日本大震災の記録と復興への歩み》 
平成25年3月 福島県 森山東IC 
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 ◆福島原発の原子力災害では、避難地域となっ

た飯館村は約５０km圏の地域でした。 

緊急時の防災機能強化！ 
大規模災害にも備えた地域の安心・安全を向上 

大規模災害にも備えた防災機能強化！ 
～有明海沿岸道路「鹿島～諫早」をつなぐ～ 


